
























































































































































































































呼ぶ人 呼ばれる人 英語オリジナル 日本語吹き替え 出現回数
（1） Sarah Saul（おじ） Saul ソール（異質化） 1
省略（受容化） 3
（2） Kitty Sarah（姉） Sarah サラ（異質化） 7
省略（受容化） 3
（3） Tommy Saul（おじ） Saul ソール（異質化） 1
Sarah（姉） Sarah サラ（異質化） 4
Kitty（姉） KittyorKit キティ（異質化） 2
省略（受容化） 1
（4） Kevin Sarah（姉） Sarah サラ（異質化） 2
省略（受容化） 5
Kitty（姉） Kitty キティ（異質化） 1
省略（受容化） 2
（5） Justin Sarah（姉） Sarah 省略（受容化） 1
Kitty（姉） Kitty キティ（異質化） 3
省略（受容化） 1
Tommy（兄） Tommy トミー（異質化） 2
アニキ（受容化） 1
省略（受容化） 1
Kevin（兄） Kevin ケビン（異質化） 1
（6） Nora Saul（兄） SaulorSauly ソール（異質化） 4
省略（受容化） 3








































































































































話し手 呼びかける相手 日本語オリジナル 英語吹き替え
（1） サツキメイ 近所の老婆① おばあちゃん Nanny
（2） サツキ 近所の老婆② おばあちゃん 省略（受容化）
（3） サツキ 通りがかりの男 おじさん 省略（受容化）
（4） 近所の女の子 近所の老婆① おばあちゃん 省略（受容化）
（自称詞）
話し手 話し相手 日本語オリジナル 英語吹き替え











話し手 話し相手 言及の対象 日本語オリジナル 英語吹き替え














































































ToyStory 70 42 28























































受容化 異質化 受容化 異質化
家族間の呼称
の用法
目上の親族を呼ぶさいに名前を使用する
（英語ルール）
〇 〇
親に話しかけるさいの文中の対称詞は常に
youを使用する
（英語ルール）
〇 ×
子どもに話しかけるさいの文中の自称詞は
常にIである
（英語ルール）
〇 △ii
親に話しかけるさいに文中の対称詞に親族
名称を使用する
（日本語ルール）
〇 ×
子どもに話しかけるさいに文中の自称詞に
親族名称を使用する
（日本語ルール）
〇 ×
親族名称の虚構的使用がある
（日本語ルール）
〇 ×
呼称詞の機能
社会関係性の維持強化の機能を持つ呼称詞
が文中，あるいは文の後ろで使用される
（英語ルール）
〇 〇
今回資料としたのは，観客動員数あるいは視聴率が重要である商業的な映画やテレビドラマであり，
当然のことながらaudienceに分かりやすくするための受容化翻訳が広く行われていた。ただ，起点
文化の特徴を残した異質化翻訳の例も見られ，それは今回の調査では英日翻訳のみに現れていた。
今回，日本語に特徴的に出現するとして取り上げたルールは英語の統語ルールに厳しく制限される
ため，その結果として日英吹き替えでは異質化翻訳が不可能であったとも考えられる。しかし，1）
日本語で文中の自称詞として「母さん」が使用された英訳で，・yourmother・が統語ルール上可能
であってもそれが選択されていなかったこと，2）日本語には出現していない呼称詞が英語の吹き替
えでは多く付け加えられていたこと，3）明らかな異質化の例が確認できなかったこと，を総合的に
考えると，少なくとも今回の日本語資料の英語吹き替えに関しては受容化の力がより大きく働いてい
ると言えるだろう。
その一方で，英日の吹き替え翻訳には米国の文化の特徴を残した異質化翻訳が数多く見られた。
BrothersandSistersの母親Noraが文中での自称詞として ・I・を使用した翻訳では，「ママ」を選
択せず「私，自分」としたのは，意識的に個人を重視する米国の文化の特徴を翻訳の中に反映させて
いたと言える。また，親族間の呼びかけでの相手の名前の直接使用，社会関係性の維持強化のための
呼称詞の使用についても，起点文化である米国の文化の特徴をそのまま異質化翻訳している例が多か
った。もちろん，今回，英語に特徴的に出現するとして取り上げたルールのほとんどは語用上のルー
ルであり，これを直訳してもぎごちなさは生じても統語上は非文にはならない。これが日英吹き替え
に比べ，英日吹き替えでの異質化翻訳を容易にしたという事情も否定できないが，今回のデータでは
異質化翻訳ストラテジーは英日吹き替えのみで確認されたということは重要な結果であろう。また，
米国の文化に特徴的な語用ルールが日本語吹き替えで「創作」されている超異質化とも言える翻訳が
見受けられたことは興味深い現象であった。
ある作品が翻訳されると，それは直訳でも意訳であっても目標言語の規範にある程度の変化をもた
らし，また受け手の社会に新しい思潮や感覚を持ち込む（水野，2007）。なぜならば，翻訳は起点言語
や文化の特徴をある程度保持するという前提があるため，どこかで目標言語の容認されたパターンか
ら乖離する傾向があるからである（Toury,1995）。日本では古代から江戸時代までは中国，明治に入
ると欧米諸国を規範として文化を吸収し社会システムを構築してきたが，その過程で膨大な量の翻訳
を生み出してきた。これらの翻訳，特に欧米の文献の翻訳は日本語の規範に大きな変化をもたらした
ことは言うまでもない。欧米語の表現構造が日本語の表現，文法構造に移入されたいわゆる「翻訳体」
は，今では日常の日本語の中でもその「異質性」があまり意識されることなく使われるようになって
いる。吉岡（1973）は翻訳体の例として，無生物主語の構文，「…ところの」構文，名詞構文，名詞
の動詞化，人称代名詞の使用，などを挙げ，それまでの日本語表現の規範から離れた表現が一般化し
ていることを述べた。また，戦後日本では書物の翻訳だけではなく，映画，テレビドラマなども欧米
の作品が数多く上映公開され，それらの字幕翻訳吹き替え翻訳も日本語文体のみならず，日本文
化の規範そのものにも大きな影響を与えたことが想像される。
今回の研究で英日の吹き替え翻訳に異質化翻訳の例が多く見られたのは，このように日本人にとっ
て外国語の異質性を残した翻訳作品はそれほど抵抗感を感じるものではないからだと言える。また，
米国の映画やテレビドラマが日常的に放映公開され，インターネットやDVDなどでの視聴も一般
的である現在の日本では，米国に実際に住まなくてもある程度の米国の文化の規範を意識的に，ある
（15）
いは無意識に学んでいる可能性も大きい。そういった観客の頭の中にはすでに「外国的なもの」のイ
メージがあり，米国の映画，テレビドラマの日本語吹き替えにもそれが反映されることを期待してい
る面もあるのだろう。
今回の研究データは限られたものではあるが，英米の商業的翻訳作品では受容化翻訳のストラテジ
ーが圧倒的傾向であるというVenuti（1995）の主張をある程度裏付けるものであった。これは，日
本とは異なり米国では英語の言語規範をシフトさせるような異質性を持った文体はあまり存在しない
可能性を示唆している。また，米国では翻訳を必要とする外国語コンテンツそのものがあまり一般的
でないということも，異質なものに対する態度を示すものであろう。米国が世界で最も大きな消費地
であるとされる映画を例にとると，近年の公開映画の大多数は英語圏で製作されたものが占めており，
外国語映画を上映する映画館は数も少なく一般客には浸透しているとは言えない。日本映画で近年も
っとも公開規模の大きかったのは『崖の上のポニョ』iv（宮崎，2008）だが，それでも上映映画館は927
に過ぎず，全米の映画館数が約5,000館あることを考えると，ミニチェーンの規模であることが分か
る。また，日本語のテレビドラマはDVD発売の他は日本人コミュニティがある限られた地域だけの
放映である（日本貿易振興機構，2011）。このような環境の中で米国人が日常的に異質なもの，特に欧
米以外の文化に接する機会は日本人のそれに比べると非常に少なく，今回の研究での吹き替え翻訳に
明らかな異質化翻訳が確認できなかったのはこういった背景があると考えられる。
これまで日本人は，外国に憧れ，常に何かを学び，吸収してきた中で異質なものを非常に柔軟に受
容してきた。今回，英日の吹き替えの中で異質化翻訳ストラテジーが多く確認できたのは，日本人の
視聴者にとって異質なものが日常生活の中で常に自然な形で存在してきたことが関係していると考え
られる。水野（2007）が指摘するように，近代日本における翻訳の主流は起点文化言語を尊重する
異質化翻訳であり，それは日本語構造にとどまらず，広くは日本の社会慣習価値観などにも大きな
影響を与えてきたと言える。しかし，こういった傾向は1970年代以降，大きく変化の兆しを見せ始
め，「読み易い日本語に」という読者，目標文化を重視する受容化翻訳が主流になってきている（古
野，2002）。その背景には，日本が戦後30年を経て社会的にも経済的にも先進国に仲間入りをし，自
信をつけ，外国からの情報や文化を輸入する必要性をそれほど感じなくなったことがある。コンテン
ツにおいても，以前は日本で公開される映画全体の興行収入で，外国語映画のシェアが大きく日本映
画を上回っていたのが，2007年にそれが逆転し，それ以降日本映画は50％以上のシェアを保持して
いる。もちろん，外国語映画のシェアは米国のそれに比べると比較にならないほど大きいが，日本の
観客の志向が日本映画に向いてきているのは確かであろう。また，井上（2012）は外国語映画やテレ
ビドラマを視聴するさいに，字幕ではなく日本語吹き替えを好む観客が特に若者世代を中心に増えて
いることを述べ，オリジナル性をより大事にする「字幕文化」の衰退は，以前は強かった洋画への敬
意が薄れてきていることを示唆するのではないかと議論している。今回の研究データの英日の吹き替
え翻訳では異質化ストラテジーが多く見られたが，日本におけるこのような意識の変化の中でこれか
らの翻訳ストラテジーがどのように変化していくかについては継続的な調査を要する。
VI.最後に
本稿の資料は英語は2作，日本語は1作と数が限られており，今回の分析で見られた傾向が一般的
なものではなく，資料翻訳者の個人的な好みが反映している可能性も否定できない。この研究で得ら
（16）
れた結果はこれまでの先行文献の知見をある程度裏付けるものではあったが，あくまでも探索的研究
の範疇に留まる。より多くの資料をデータとしてさらに分析を行い，今回と同じ結果が得られるかど
うかを引き続き調査することが必要である。また，分析の対象とした項目には，特に日英の翻訳過程
で目標言語の統語ルールによって厳しく限定され，異質化翻訳が事実上難しいケースがあった。統語
ルールにあまり限定されない語用上のルールであれば翻訳者の自由度も高まり，そのような事例に焦
点を当てることでより明確に受容化/異質化ストラテジーの選択の状況が観察できると思われる。
次稿「吹き替え翻訳にみる受容化異質化ストラテジーの分析（2）」では，より多くの資料を使用
し，語用上のルールの中でも特に謝罪表現の使用に焦点をあて研究を進める。
注
i 英語では兄弟間ではBro,姉妹間ではSisという呼称詞が使用されることはあるが，この表現には年齢差は
反映されない。いとこの間ではこのような親族名称が使われることはなく，名前でお互いに呼びかける。
i 英語でも親族名称の虚構的用法はあるが対称詞に限られており，また対称詞での虚構的用法も日本語ほど一
般的なものではない。例えば，英語でも子どもたちはAuntieやUncleといった親族名称を相手の名前の前
に使って，両親の親しい友人などに呼びかけることがある。また，GrandpaやGranmaなども高齢の知人
などに親しみを込めて使われることがあるが，日本語のように全くの他人に対して対称詞として親族名称が
広く虚構的に使用されることはない。また，鈴木（1973,1982）の言う第二の虚構的用法は日本語に特徴的
であると考えられる。
ii これはBrothersandSistersで母親のNoraが文中の自称詞として親族名称を一切使用していないことを
意味している。日本語でも母親が自分のことを「私」と言及することはあるが，一般的には親族名称である
「ママ，母さん，お母さん」と併用するのが普通である。日本語吹き替えで全ての自称詞が「私，自分」と
なっているのはある意味，米国の文化を反映した訳であるとも考えられるためここは△とした。
iv『崖の上のポニョ』は米国では2009年にディズニー配給映画として公開された。
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